
 

（第２号様式）  
令和７年４月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立住吉高等学校長  

令和７年度 学校評価中間報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路選
択に適合する教
育 課 程 を 編 成
し、組織的な授
業改善に取り組
む。 
 
 
 
② 論 理 的 思 考
力、情報活用能
力や他者と協働
した問題解決能
力を身につけさ
せる授業を実践
する。 

①組織的な授業
改善に向けて校
内 研 修 を 実 施
し、指導と評価
の一体化を推進
する。 
 
 
 
②５年間取り組
んできた「論理
的 思 考 力 の 育
成」について、
本校の指導の基
盤として定着さ
せるとともに今
後 の 研 究 に 向
け、新たな方向
性を定める。 

①昨年度までに作
成した「指導と評
価の計画」につい
て、指導と評価の
一体化の観点で検
証を行なう。 
 
 
 
②教科指導を通し
て、生徒が論理的
な思考を意識・活
用できるような思
考の土台を育成す
る。 

①「指導と評価
の計画」に基づ
いて、誤りなく
評価することが
できたか。 
 
 
 
 
②生徒が論理的
思考と情報活用
能力を発揮し、
他者と協働して
問題解決ができ
たか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひと
りの個に応じた
支援体制の充実
を図る。 
②生徒の自己存
在感、自己肯定
感及び自己有用
感を高めるとと
もに自己決定能
力を育成し、自
己指導力とコミ
ュニケーション
能力を身につけ
られる指導を実
践する。 

①生徒一人ひと
りの状況を的確
に把握し、必要
な支援を行う。 
②共生社会の一
員としての社会
性を身につける
と共に、生徒の
主体的な活動を
とおして、自己
肯定感や自己有
用感を向上させ
る。 

①面談等をとおし
て把握した生徒情
報を、担任、学年
団、教育相談コー
ディネーター、養
護教諭、スクール
カウンセラー等と
共有し、必要に応
じて外部機関と連
携しながら支援す
る。 
②部活動、生徒会
活動におけるボラ
ンティア活動の活
性化を図ると共
に、行事で生徒が
主体的に活動する
場面を増やす。 

①生徒情報を学
年会やグループ
会議、生徒情報
連絡会等で共有
し、必要に応じ
て外部機関と連
携し、有効な生
徒支援ができた
か。 
②地域との連携
活動やボランテ
ィア活動への参
加生徒数が増加
したか。行事で
生徒が主体的に
活動する場面を
増やすことがで
きたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①生徒が自己理
解を深め、自ら
の興味や適性を
考慮した進路目
標を設定し、進
路決定に向け、
主体に取り組め
るよう指導の充
実を図る。 

①生徒が主体的
に自らの進路を
選択し、自己理
解を深めること
ができるような
指導・支援を充
実させる。 

①進路説明会の実
施等によって最新
の情報を提供する
と共に、面談等に
より、生徒の自己
理解の深化を支援
する。 
①研修会や情報提
供により、生徒が
主体的に自らの進
路選択に向き合え
るためのサポート
体制を整える。 
 
 

①進路説明会や
生徒との面談を
実施し、生徒に
対する支援が適
切であったか。 
①進路に関する
満足度調査にお
いて、85％以上
の生徒が満足と
答えたか。 
 

     

【資料３】 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域との協働
を推進し、地域
に信頼される学
校づくりを進め
る。 

①本校の教育活
動を積極的に公
開することによ
って、本校への
理解を深めても
らう。 
 
 
 
 
②地域に開かれ
た学校として、
地域と連携した
活動を活性化さ
せる。 

①学校説明会等を
とおして、本校の
特徴や教育活動
を、中学生やその
保護者に理解して
もらう。 
①HPの内容を精査
すると共に、迅速
に更新する。 
 
②地域と連携した
活動を模索し、実
施する。 

①アンケート調
査で参加者の 80%
以上の方に満足
し て も ら え た
か。 
 
①最新の情報を
HP で公開するこ
とができたか。 
 
②地域と連携し
た活動を実施す
ることができた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①すべての職員
が教育環境の変
化に迅速に対応
し、前向きに課
題に取り組む学
校文化を形成す
る。 
②組織的な学校
運営と校務の効
率化を図ること
で、教員の働き
方改革を推進す
るとともに、教
員の不祥事防止
に努める。 

①高校教育を取
り巻く様々な課
題に協働して対
処できる体制を
構築し、実践的
に運用する。 
 
②学校業務につ
い て 整 理 ・ 精
選、教育環境の
整備を行うこと
で、効率よく校
務を進め、職員
が生徒と対応す
る時間を確保で
きる業務推進体
制を確立する。 

①一人１台端末や
BYODを活用した学
級経営や行事の活
性化につながる取
組を積極的に実践
する。 
 
 
②学校業務につい
て整理し効率の良
い業務推進体制の
在り方を模索す
る。 
②ICT 機器を中心
とした教育環境の
整備を行う。 

①一人１台端末
や BYOD を活用し
た学級経営や行
事を活性化させ
るスキルを身に
付けることがで
きたか。 
 
②効率の良い業
務推進体制の構
築に向け組織再
編の準備ができ
たか。 
②ICT 機器の整備
は進んだか。 

     

 

 

 


